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教育研修部長

清川 哲志

今年は桜の花と同時に新

研修医20名を迎えました。医

師研修医18名、歯科研修医2

名で女性 8名です。出身大

学も兵庫医科、福岡、長崎、

熊本、大分、宮崎とさまざ

まで、明るい個性的な新人

がそろっていました。オリ

エンテ ーションも無事に終

え、各科でのローテーションに取り組んでいます。

研修医は 1年次、2年次を合わせて37名と一大勢力

になりました。元気のある研修医を育てるために豊永

医長を中心として指導体制の強化を行いました。具体

的には 1年次は原田（正）先生、梶原先生、瀬下先生

に教育担当をしていただきます。 2年次は橋本（聡）

先生、幸崎先生、多森先生が担当です。毎年増えてき

ています女性研修医の相談役は井上先生です。鶴田先

生もこれまでどおりメンターとして活躍して貰います。

力を合わせて指導内容をいっそう高めていきます。

研修医のまとめ役であるチーフレジデントは斎藤先

生、サブは原田先生、梅崎先生です。 2年次にはオリ

エンテーションでも活躍して貰いましたが、新人を教

えながら自分達も育っていくことを期待します。

夕方の医局で一番大きな笑い声が聞こえるのは研修

医のエリアです。忙しくても、達成感のある仕事をす

るために先生方のご指導よろしくお願いいたします。

河野文夫院長を中心に20名の新臨床研修医

最新の知識 ・医療技術ヒキ明行をもって、

良質で安全な医療を目指します。
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111111蓮量E軍記圃・肱
1. 良質で安全な医療の提供

2 政策医療 の推進

3. 医療連携と救急 医療の推進

4.教育・研修・臨床研究の推進

5.国際医療 協力の推進

6.健全経営
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「乗り遅れている医療のIT化」

城間整形外科

院長城間公博

熊本市で整形外科を開業しているものです。国立

病院機構熊本医療センターの先生方、職員の方々に

は、常日頃より大変お世話になっており、この機会

に感謝申し上げます。

このところ、医療の IT化が急速に進んでおり、

電子カルテを導入されている先生方が徐々に増えつ

つあるようですが、当医院はやっと一昨年に、レセ

プトを紙から電子に変えたところです。もちろん、

I T化の必要性は感じており、興味もありますが、

何分にも取り組みにくいが為、今一つ踏み切れず、今

日に至っております。ところが最近、高感度の音声

認識機能が付いてきたという新型iPadのニュース

を見て、もしかしてこの機能が使えればIT化のき っ

かけになるのではと、淡い期待を持ちつつ、店頭で

試してみましたが、期待は裏切られなかなか読み取っ

てくれませんでした。幾分腰くだけになりそうでし

たが、折角の機会なので、色々調べてみることにし

ました。すでに、 iPadを活用されている施設が多々

あり、ある整形外科では、診察用に 2台、問診用に

2台、待合室の患者さん貸し出し用に 2台、リハビ

リ室に l台の計7台を導入されているところもあり、

驚かされました。 4000種類以上ある医療用アプリを

有効に活用されており感心するとともに、私もにわ

かに興味がわいてきました。その中には画像や動画

のアプリが豊富で、、自己の学習はもちろん、スタッ

フや患者さんへの教育とかに活用されているようで

す。さらに今回の新型iPadで：すが、最大の特徴は

画像がより鮮明で、拡大した文字は虫眼鏡で見るよ

りもなめらかということで、視力の弱いお年寄りの

方への説明などに最適のツールになるのではと感じ

ました。色々調べるにつれ、自分がずいぶん遅れて

いることを改めて再認識させられ、そろそろ取り組

まないと完全に乗り遅れそうな気がしてきて、今回

の機会が IT化の弾みになればと思っているところ

です。スムーズな病診連携に IT化は不可欠であり

ますので、これから、少しでもその流れに乗れれば

いし、かなと思っております。今後とも宜しくお願い

申し上げます。

日頃、多くの患者様をご紹介頂きまして誠に有り難うございます。紹介患者様の待ち時聞を短くするために

FA×紹介で・時間予約ができます。月から金の日勤帯です。

当院のFA×紹介用紙に受診希望日を入れてお送り下さい。担当者がカルテを作成し希望日に時間予約を取り

ましてFA×にて返信致します。是非、 FA×紹介での受信日の指定と時間予約制をご活用して頂き、患者様の待

ち時間短縮にご協力下さい。よろしくお願い申し上げます。

FA×の紹介用紙は、電話 （代表096-353-6501内線2360）またはFA×（医事096-323-7601）でこ白請求頂きま

すと、直ちにFA×にてお送り致します。また、 後ほど改めてFA×紹介用紙を郵送致します。

ホームページからもダウンロード出来ます。

国立病院機構熊本医療センターホームページアドレス http:/ /www.nho-kumamoto.jp/index.html 

（経営企画室長織田政継）
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本校は、三年課程の看護学校で、 1学年定員40名、総定員120名で

す。教育理念である「自主・責任秩序・融和」の精神に基づき、社会

に貢献できる看護の専門職業人の育成を目指しています。

平成24年4月には66期生の入学生を迎え、歴史と伝統があります。

看護師国家試験は、毎年100%の合格実績を残しています。また、学

生はボランティア活動や自治会活動を活発に行い地域の皆様との交流

を大切にしています。

学校職員は、看護職を目指す学生を支援し、人々の健康や生命に携

わる看護について語り合えるよう努力しています。本校で学ぶことや

看護職を目指すことを誇りに思えるような教育を実践していきたいと

思います。
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201,・2

診底穏窃命は＠

呼吸器内科

部長

柏原光介

呼吸器全般

日本内科学会認定医

日本呼吸器学会指導医・専門医

日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医

日本呼吸器内視鏡学会指導医

日本臨床煙運語学会暫定指導医

日本がん治療認定医機構がん治療認定医

インフェクションコントロ － ）レドクター

診療内容と特色

急性期救命救急病院であると同時に地域医療支援病

院であり、開業医の先生方からのご紹介も多く 、急性

期疾患の診断治療にテクニックを必要とする症例が多

いのが特徴です。救命センタ ーへ搬入される急性呼吸

不全症例に対しては、他科の先生方と協力して最良と

思われる治療を行っています。また当院では精神科救

急を行っていることから、認知症や統合失調症などの

精神科患者の鴨下性肺炎 ・膿胸などの呼吸器疾患も多く、

精神科専門医と協同して入院加療を行っております。

診療実績

昨年（平成22年2月～平成23年 1月）の新入院患者

総数は789名、月平均65.7名、平均在院患者数37.2名、

平均在院日数16.9日でした。平成23年8月より 4名体

制となり夜間および休日の待機回数が軽減されました

が、紹介患者数の増加によって担当患者数は減ってい

ない状況です。入院患者数の約4割が鴨下性肺炎、2

割が肺癌、2割が特発性間質性肺炎増悪、残りが胸膜

炎 ・気管支端息 ・慢性閉塞性肺疾患 ・気胸などの疾患

です。徐々に誤暁性肺炎に対して肺癌や呼吸不全の患

者の占める割合が増加しています。

気管支鏡検査は主に平日の午後に行っていますが、

急性呼吸不全や曙血症例はこの限りではありません。

原因不明の胸水症例には気管支鏡を用いた胸腔鏡検査

を行っています。また、小型肺癌疑い症例に対しては

透視下経皮的肺穿刺吸引細胞診を積極的に行っています。

(4) 

研究実績

医師

岡本知久

呼吸器内科

医師

山根宏美

呼吸器内科

日本内科学会認定医

医師

田中秀幸

呼吸器内科

昨年は、やっと国立病院機構熊本医療センタ ーでの

データを用いた臨床研究を英語論文として送り出せま

した。毎日を事故無く過ごすことに体力を奪われてい

ますが、ゆっくりと前進します。肺癌に関しては九州

肺癌臨床研究機構（LOGIC）や西日本がん研究機構

(WJOG）に所属して臨床治験へ参加しています。 しか

しながら、呼吸器内科の患者が救急外来を経由する方

がメインであることから、臨床治験にエントリーでき

る合併症や基礎疾患のない対象者が少ないことも悩み

の種です。

ご案内

呼吸器内科外来（午前8時30分～11時が受付）は、

月曜日は田中、火曜日は交替（外来にお問い合わせ下

さい）、水曜日は山根、木曜日は柏原、金曜日は岡本

が担当しております。

また、毎月第3月曜日には開業の先生方と一緒に症

例検討会、「月曜会」を当院研修ホールにて開催して

おります。それぞれの立場で激論が交わされます。
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顕微鏡手術時における
ICG蛍光血管撮影の導入

脳神経外科部長

大塚忠弘

本年度5月に新しく導入される、 Indocyaninegreen 

(ICG）を利用した術中血流評価法 (ICG蛍光血管撮影）

についてご紹介致します。

脳神経外科手術、特に血管手術においては、不完全

処置であった場合には血管損傷に伴う重篤な後遺症が

発生しますので、より完壁な処置を求められます。例

えば、脳動脈癌手術で痛の血流遮断が不完全な場合に

術後再破裂を生じて致死的となる例、親血管や重要な

小動脈に狭窄や閉塞を生じ術後に重篤な脳梗塞を発生

する例など、高い手術リスクを伴います。また、血行

再建術における不十分な吻合や拡張も同様で、悲惨な

結果を招きます。このような合併症を回避するため、

手術支援法として術中の血流評価は大変重要です。現

在、血管形状の変化を直視下に判断したり、ドップラー

検査を利用して流速を測定する等の方法が主流ですが、

いづれも間接的な血流評価に過ぎず信頼性に劣ります。

施設によっては、四肢動脈穿刺による脳血管造影も実

施されていますが、長時間の準備を要したり、安全性

の面で問題があります。

このような背景のなか、国外では2003年頃から脳神

経外科顕微鏡手術にICGを利用した術中血流評価法、

すなわちICG蛍光血管撮影法の有効性が報告され始め

ました。国内では、もともとICGは診断用近赤外線化

合物として、肝機能検査、眼底蛍光検査あるいは指示

薬希釈試験等で使用されていましたが、脳血流評価薬

としての使用は承認されていませんでした。しかし、

2011年 7月に、「脳主幹動脈の血行再建術後の開存状

況、脳動脈癌クリッピング術による脳動脈癌への血流

遮断状況等は、患者の生命予後を左右する重要な問題

であり、その確認には確実性が要求される」との理由

にて、「脳神経外科手術時における脳血管の造影（赤

外線照射時の蛍光測定による）」として急逮保険適応

を承認されました。まさに、デバイス・ラグ解消とし

て承認されたものです。

ICG蛍光血管撮影法は、血中で血紫蛋白と結合した

ICGが赤外光で励起され蛍光を発する特性を生かした

ものです。具体的には、 ICG0.1-0.3mg/kgを末梢静

脈より静注し、脳に達する10～数十秒後に手術顕微鏡

（図 1：三鷹光器社製MM80、2009年度購入済み）に

て術野を観察します。顕微鏡に取り付けられた光源装

置（図 2：三鷹光器社製F-light300、2012年 5月購

入）を介してカメラから近赤外線を照射し、 ICG－血

柴蛋白から発する蛍光波長を検出し顕微鏡視野内に画

像化されます（図 3）。このように簡便な手技で短時

間・低侵襲的に開存する脳血管を発色させることによ

り、脳血流状態をリアルタイムに観察できます。この

装置を利用して、当院における脳神経外科の手術成績

をさらに向上させ、また、より一層安全な手術を提供

できるよう努めます。

図2 光源装置F-light300

図1 手術顕微鏡MM80

C 5) 

図3 ICG蛍光血管撮影

（←は血管分岐部に生じた脳動脈癌

：村井保夫氏著書より抜粋）
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事務部長
しげまつ かずとし

重松和俊

4月1日付で佐賀県の嬉野医療センターから事務部

長で参りました重松でございます。今回の診療報酬改

定は医療と介護の同時改定となりました。重点課題の

一つに医療と介護の役割分担の明確化と地域における

連携体制の強化の推進及び地域医療を支える在宅医療

等の充実があります。引き続き、地域の先生方のご協

管理課長
なかむら あっし

中村敦

4月l日付で管理課長を拝命しました中村でござい

ます。昨年度までの 2年間は経営企画室長として医事

部門で救急医療や病診 ・病病連携に携わらせていただ

きました。当院は開放型病院、地域医療支援病院、熊

本県地域救急医療体制支援病院として、地域の先生方
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4月1日付で嬉野医療センターより配置換えで参り

ました副看護部長の石橋富貴子でございます。熊本城

の見事な桜に迎えられ、新たな気持ちで、熊本医療セ

ンターの玄関に立ちました。九州管内の国立病院機構

の中でもトップクラスの超急性期病院とは聞いており

ましたが、院内のスピードは聞きしに勝るものがござ

います。これも地域住民の皆様及び地域医療機関の皆

380 

ますのでよろしくご指導お願いいたします。

話は変わりますが、近江商人の教えに 「三方善し」

という言葉があります。商売人は「お客様のために善

し」「世の中のために善し」 「自分のために善し」の順

番を守りぬくという教えです。医療にたとえれば患者

さんに喜ばれ（満足され）、地域医療のために貢献し、

それがやがて病院にプラスになって返ってくると言う

ことでしょうか。まんざら的外れでもないような気が

します。微力ではありますが、専心努力する所存でご

ざいますのでご指導の程よろしくお願いいたします。

の協力を得て医療連携と救急医療の推進をしております。

今回の診療報酬改定では、救急患者の紹介・受入や

院内感染防止等での地域医療連携が益々促進されてい

くことが予想されます。

また、毎年開催しております開放型病院連絡会へは、

多数の医療機関の方々に参加いただいております。

新院長の下、微力ではございますが努力いたす所存

でございますので引き続きご指導の程宜しくお願い致

します。

様のニーズに、常に、呼応していこうとしている病院

の姿なのだろうと実感しております。

その中にあって、看護部の理念である「尊重と自律」

の精神に基づき、患者様・ご家族様のQ0 Lの向上に

寄与できる看護職員の育成が副看護部長の役割であろ

うと考えております。

微力ではございますが、努力していく

所存でございますので、ご指導の程、

よろしくお願いいたします。

( 6) 
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外科
もり た けいすけ

森田圭介

はじめまして。この度、国立病院熊本医療センター

外科に赴任することになりました森田圭介と申します。

生まれ育ちは熊本ですが、平成13年に産業医科大学を

は下

州
制
木

こう いち

:ti:. 
Jロ

平成24年4月より外科勤務となりました木下浩ーと

申します。

平成16年に熊本大学を卒業し、 2年間熊本中央病院

で初期臨床研修を行い、平成18年に熊本大学消化器外

科へ入局しました。熊本大学附属病院にて研修後、熊

ろ
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はじめまして。

平成24年4月1日付けで泌尿器科に勤務させて頂く

ことになりました山本泰弘と申します。

平成16年に山口大学医学部を卒業し、熊本大学病院

時幸町秀

科納

ω
中

刊
た
田

2012年4月より呼吸器内科に勤務することになった

田中秀幸です。 2005年熊本大学医学部を卒業し、初期

研修1年目に当センターで研修を行い、その後3年目

の2007年にも後期研修医として 1年間研修でお世話に

卒業後、北九州市を中心に研慣を積み、途中の八代市

住まい C1年間ですが〉を挟んで約15年ぶりに地元の

熊本へ戻って参りました。当院に赴任する前は、北九

州市小倉にあります九州労災病院外科で勤務し、消化

器癌や外傷・良性疾患等の消化器疾患に対する手術を

専門としておりました。また外科省頁域のtopicで、もあ

ります、鏡視下手術にも力をいれていました。

消化器外科医として、皆様により良い医療を提供で

きるよう頑張って行きたいと思いますので、今後とも

よろしくお願い致します。

本労災病院、九州大学病院にて勤務いたしました。そ

の後、熊本大学消化器外科教室の大学院に入学し、消

化器癌とmicroRNAの研究を中心に勉強させて頂きま

した。 H23年10月より、半年間球磨郡公立多良木病院

にて勤務の後に、当医療センターに勤務できることと

なりました。

長い間基礎研究ばかりをしていたせいもあり、外科

技術・検査技術で不十分な面もあり、先生方にご迷惑

をおかけすることも多々あるかと思います。少しでも

早く皆様のお力になれるよう頑張っていく所存であり

ますので、ご指導、ご鞭撞下さいますよう何卒宜しく

お願い申し上げます。

にて初期研修を行い、平成18年に熊本大学病院泌尿器

科に入局致しました。同医局入局後、熊本大学病院、高

千穂国民健康保険病院での勤務を経て、平成24年3月ま

で野尻会熊本泌尿器科病院にて勤務致しておりました。

熊本医療センターは県内屈指の救急病院であり、ま

た様々な病態の患者様も多いとお聞きしておりますの

で、今後の私の医師人生の糧とすべく尽力していきた

いと考えております。

泌尿器科の先生方をはじめ、他科の先生方には何か

とご迷惑をおかけすることもあるとは思いますが、ご

指導ご鞭撞のほど宜しくお願い申し上げます。

なりました。

後期研修を開始した当初は呼吸器外科を希望してい

ましたが、突然の心変わりで翌年熊本大学医学部呼吸

器内科へ入局しました。入局後は熊本大学医学部附属

病院、熊本市民病院、熊本再春荘病院、球磨郡公立多

良木病院に勤務し、今回再度当センターへ勤務するこ

ととなりました。 3回目の勤務となり何かしらの縁を

感じている次第です。多くの急性期疾患を診療するこ

ととなり、他科の先生方にご迷惑をおかけすることも

あるかと思いますが、何卒よろしくお願いいたします。

(7) 
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車置佳瞳員組伶一

放射線科
いわした こう や

岩下孝弥

平成24年4月より放射線科で勤務させて頂くことに
なりました岩下孝弥（し、わしたこうや）と申します。

－」子姉直

科
が
家

開
M

諸

今年4月より麻酔科で勤務させていただくこととな
りました諸家直子と申します。

－』子肘優

科
学
E
同

唄
ひ
日

消化器内科

古閑睦夫

平成24年4月1日より消化器内科に勤務することに
なりました古閑睦夫と申します。
熊本大学を卒業し、 2年間の初期臨床研修を終えた
後、熊本大学附属病院を経て、この度、国立病院機構

循環器内科

石井正将

今年の4月より当院循環器内科に勤務することとな
りました石井正将と申します。
平成21年3月に熊本大学医学部を卒業後、熊本大学

382 

平成18年に熊本大学医学部を卒業し、熊本赤十字病院
で2年間の初期研修を終了したのち、平成20年に熊本
大学放射線科に入局致しました。医師として 7年目、
画像診断を専門として 5年目となっております。
今春より当センターで勉強させていただくことにな
りましたが、救急疾患をはじめ、多くの症例を経験さ
せていただくことにより、幅広く深い知識が持てるよ
うに研鑓を深めたいと思っております。
システムや環境の変化もあり、ご迷惑をおかけする
ことも多いと思いますが、何卒ご指導ご鞭捲のほどよ
ろしくお願いいたします。

平成21年 3月に藤田保健衛生大学を卒業し、国立病
院機構熊本医療センター・熊本大学医学部附属病院に
て初期臨床研修を終え、平成23年4月熊本大学医学部
附属病院麻酔科に入局し大学で 1年間勤務いたしまし
た。初期研修医の l年聞は、 当センターで多くの先生
方にあたたかくご指導いただき大変感謝しています。
再度当院に勤務させていただくこととなり、うれしく
思う反面、大学とは経験できる症例などが異なり大変
緊張しています。未熟な点が多く、先生方にはご迷惑
をおかけするかと思いますが、精一杯頑張っていきた
いと思いますので何卒よろしくお願いいたします。

はじめまして。
4月より小児科勤務になりました日高優子と申します。
医師になって 5年目です。生まれも育ちも鹿児島で、
大学生まで鹿児島で過ごし、就職と同時に熊本に参り
ました。今年で小児科医として働き 3年目になります。
まだまだ未熟で、ご迷惑ばかりおかけすると思います
が一生懸命頑張りますのでご指導の程宜しくお願い致
します。

熊本医療センターへ異動となりました。熊本医療セン
ターは、救急症例を中心とした様々な症例を経験する
ことが出来、教育面においても充実していると伺って
います。また、先日、面接の際に訪問させて頂いたと
きに新しくなった施設を拝見させて頂きましたが、ま
るでホテルのような建物に、設備も充実しており、こ
のようなソフト、ハードの充実した病院に勤務させて
頂けることを大変嬉しく思っているところです。
しかし、 一方で、熊本医療センターは大変忙しいと
いうことも聞いています。忙しさにパニックにならな
いよう、気を引き締め、出来ることから一つず、つ研鏑
を積んでいければと思います。ご迷惑をおかけするこ
ともあると思いますが、宜しくお願い致します。

医学部付属病院、熊本労災病院、熊本赤十字病院で2
年間の初期研修を経て、昨年度、熊本大学医学部循環
器内科に入局し、熊本大学医学部付属病院に勤務致し
ました。
当院では、 「断らない医療」をモットーに掲げてい
るということで、豊富な救急症例や集中治療を経験で
きる機会に恵まれており、胸に期待と不安を抱いてお
ります。これまで以上に研鑓に励み、患者様から信頼
されるような医師になれるよう頑張っていきたいと思
います。まだまだ未熟者ですので、御指導御鞭援のほ
ど、どうぞよろしくお願い致します。

(8) 
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． ． 研修のご案内．． ． 
l第106回総合症例検討会的 l 
［日本医師会生涯教育講座1.5単位認定］

日時砂平成24年 5月16日（水）19 : 00～20: 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター

テーマ：『全身の痘讐での入院』 (65歳女性）

臨床担当）国立病院機構熊本医療センター神経内科 幸崎弥之助

病理担当） 国立病院機構熊本医療センター臨床研究部病理研究室長 村山寿彦

「一人暮らし、これまでの痘筆の既往なし。 2ヶ月前より左手のしびれあり。 1ヶ月前より体調不良、食欲低下

を自覚していた。全身性の虚聖堂があり、緊急入院となった。」

＊臨床経過の詳細な検討と鑑別診断を行います。最後に病理よりマクロ、ミクロの所見と剖検診断が解説されます。

通常のレクチャー（解説）の前に、馴染みの少ない疾患、病態は、その分野に関するミニレクチャーを予定してお

ります。基本的知識を学んだ後で活発なディスカッションをお願い致します。どなたもお気軽にご参加下さい。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 TEL096-353-6501 （代表）内線2630096-353-3515 （直通）

［第21回症状・疾患別シリーズ（会員制） I 日時惨平成24年 5月19日（土）15 : 00～17 : 30 
［日本医師会生涯教育講座2.5単位認定］ ｜ 場所砂国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター

座長：国立病院機構熊本医療センター副院長 高橋 毅

演題：「腹部動脈疾患」

1 腎血管性高血圧症

2 腹部大動脈癌

国立病院機構熊本医療センター循環器内科部長

国立病院機構熊本医療センター心臓血管外科部長

藤本和輝

岡本 実

この講座は有料で、年間10回を lシリーズ（年会費10,000円）として会費制で運営しています。但し、 l回だけ

の参加を希望される場合は l回会費2,000円で参加いただけます。

〔問合せ先〕国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局

TEL 096-353-6501 C代表）内線2630 096-353-3515 C直通） FAX 096-352 5025 C直通）

［会叩月曜会（枇
（内科症例検討会）

［日本医師会生涯教育講座1.5単位認定］

1.胸部レントゲン読影
2.持ち込み症例の検討
3.症例検討症例検討「橋本脳症が疑われた症例」

日時砂平成24年 5月21日（月）19 : 00～20: 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター

国立病院機構熊本医療センター神経内科 小阪崇幸

4. ミニレクチャー「糖尿病の最新薬剤について」
国立病院機構熊本医療センター糖尿病内分泌内科 信岡謙太郎

日頃、疑問の症例、興味のある症例、 X線、心電図、その他がございましたら、ご持参いただきますようお願い

致します。
〔問合せ先〕国立病院機構熊本医療センター研修部長清川哲志 TEL: 096-353-6501 C代表） FAX : 096-325-2519 

1 第118回救一一料）
日時砂平成24年 5月23日（水）18 : 30～20: 00 

場所砂国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター

症例検討「泌尿生殖器救急疾患」

国立病院機構熊本医療センター泌尿器科部長 菊川浩明

国立病院機構熊本医療センター産婦人科部長 三森寛幸

救急救命士、救急隊員を含めた全ての医療従事者を対象とした症例検討会です。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター事務局 TEL096-353-6501 （代表）内線2630 096-353-3515 （直通）

第71回特別講演伽 ｜
［日本医師会生涯教育講座1.5単位認定］

日時砂平成24年 5月31日（木）19 : 00～20 : 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター

座長：国立病院機構熊本医療センター院長 河野文夫

「ー内科医のAI D S治療薬の開発：成功、失敗、そして挑戦」

熊本大学大学院生命科学研究部血液内科学教援 満屋裕明先生

〔問合せ先〕国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター TEL096-353-6501 （代表） 096 353-3515 （直通）

C 9) 
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5月 研修センターホール 研 修 室 そ の 他
7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 C 2 

1日ω 15:00～16:30 血液病懇話会 C 2 
15:00～19:00 外科術前症例検討会 C 1 
7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

2目。同 17:00～18:30 血液形態カンファレンス C 2 
17:30～19:00 消化器疾患カンファレンス C 1 
7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 E東

7日明） 8:00～ 8:30 MGH症例検討会 C 1 
16:00～18:00 泌尿器科病棟カンフ ァレンス 5西
17:00～18:00 小児科カンファレンス 6西
7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

8日ω 15:00～16:30 血液病懇話会 C 2 
15:00～17:30 外科術前症例検討会 C 1 
19:00～21:00 泌尿器科・放射線科合同ウログラム C 1 
7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

9 8 申J<I 17:00～18:30 血液形態カンファレンス C 2 
17:30～19:00 消化器疾患カンファレンス C 1 

18 30～20 00 熊本県臨床衛生検査技師会 7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東
一般検査研究班月例会〔研2〕 7:50～ 9:00 盤形外科症例検討会 C 1 

10日 同 17:00～19:00 循環器カンファレンス 6 jt 
17:30～19:00 超音波カンファレンス 1肖
18:00～19:00 糖尿病・内分泌内科カンフ ァレンス C 2 
7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

11自 信組 8:00～ 8:30 麻酔科症例検討会 手
8:00～ 9:00 消化器病研究会 C 1 

12日比j 14 : 00～16 00 第237回滅菌消毒法講座
「洗浄方法と一次処理の中央化」

7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

14日 ｛月） 8:00～ 8:30 MGH症例検討会 Cl 
16:00～18:00 泌尿器科病棟カンフ ァレンス 5西
17:00～18:00 小児科カンファレンス 6西

19 30～20 30 第21田熊本臣食・時下リハピリテーションセミナ 7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東
15日ω 「pegと瞳下障害」 15:00～16:30 血液病懇話会 C 2 

城本胃腸科内科クサニック院長城本和明 15:00～19:00 外科術前症例検討会 C 1 
19: 00～20: 30 第106回 総合症例桟討会 （CPC) 7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

16目。同 「日本医師生涯教育講座1.5単位箆定J 17:00～18:30 血液形態カンファレンス C 2 
「全身の痩．での入院」 17:30～19:00 消化器疾患カンフ ァレンス CI 

7:45～ 8:15 外科術後定例検討会 6東
7:50～ 9:00 整形外科症例検討会 CI 

17日 嗣 17:00～19:00 循環器カンファレンス 6 jt 
17:30～19:00 超音波カンファレンス 1同
18:00～19:00 槍尿病・内分泌内科カン7ァレンス C 2 
7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

18日 働 8:00～ 8:30 麻酔科症例検討会 手
8:00～ 9:00 消化器病研究会 C 1 

15: 00～17 : 30 第21回症状・疾患別シリーズ
「日本医師会生涯教育講座2目5単位箆定』

座長国立病院橿構熊本E聾セン空－副院長 高橋 . 

19日出
r腹部動脈疾患J
1.膏血管性高血圧症
国立病院揖槽熊本医聾セン空－循環器内科部長 草本和卸
2.腹部大動脈癒
国立病院極構熊本匡聾セン9一心慮血菅外科部長岡本 実
19・00～20・30 第160回月曜会 （内科症例後討会） 7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

21日伺）
［日本医師会生涯教育鴫座1.5単位毘定］ 8:00～ 8:30 MGH症例検討会 CI 

16:00～18:00 泌尿器科病棟カンファレンス 5西
17:00～18:00 小児科カンファレンス 6西

18 30～20 30 血液研究班月例会 19 00～21 00 小児科火曜会（研1〕 7:45～ 8 15 外科術後症例検討会 6 j草
22日ω 15:00～16:30 血液病懇話会 C 2 

15:00～19:00 外科術前症例検討会 C 1 
18: 30～20: 00 第118回救急症例後討会 7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

23日 (lJ<) 「治尿生殖器救急疾患」 17:00～18:30 血液形態カンファレンス C 2 
17:30～19:00 消化器疾患カンファレンス C 1 

18 30～20 00 日本臨床細胞学会熊本県支部研修会 19 00～21 00 熊本脳神経疾患懇話会（研2) 7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東
〈細胞診月例会・症例検討会〉 7:50～ 9:00 墜形外科症例検討会 C 1 

24日 附 17:00～19:00 循環器カンファレンス 6jヒ
17:30～19:00 超音波カンファレンス r商
18:00～19:00 結尿病・内分泌内科カンファレンス C 2 

15 30～16 45 肝臓病教室（研2) 7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東
25日 樹 「目干臓について」 8:00～ 8:30 麻酔科症例検討会 手

8:00～ 9:00 消化器病研究会 Cl 
7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

28日 開） 8:00～ 8:30 MGH症例検討会 CI 
16:00～18:00 泌尿器科病棟カンフ ァレンス 5西
17:00～18:00 小児科カンファレンス 6西
7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東

29日ω 15:00～16:30 血液病懇話会 C 2 
15:00～19:00 外科術前症例検討会 CI 

18 00～19 30 第74回クリテイカルハ・ス研究会（公開） 7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東
30日 制 17:00～18:30 血液形態カンファレンス C 2 

17:30～19:00 消化器疾患カン77レンス C 1 
19 00～20 30 第71回特別情潰 7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6東
［日本医師会生涯教育前座1.5単位箆定］ 7:50～ 9:00 盤形外科症例検討会 C 1 

31日同 座長国立病院様構熊本医療tン9一院長 河野文夫 17:00～19:00 循環器カンファレンス 6jヒ
「ー内科医のAIDS治憲薫の開発 ：成功、失敗、そして銚戦」 17:30～19:00 超音波カ：， 7ァレンス 1商
熊本文学大学院生命科学研究部血造内科学教援満屋裕明 18:00～19:00 糖尿病・内分泌内科カンファレンス C 2 

研 1～3 2階研修室l～3 C 1・2 3階カン77レンスルーム 1• 2 5西 5階西病棟 6東 6階東病棟 6西 6階西病棟 B北 6階jt病棟 消 消化器病センター読影室 手 手術室
問い合わせ先 干8600008 熊本市中央区二 の丸1番 5号 国立病院機構熊本医療センタ ー 2階地域医療研修セ ンター

TEL 096-353-6501 （代）内線2630 096-353-3515 （直通〕
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